
昭和２０年７月１６日から１７日未明に掛け、平塚

市はアメリカ軍による大規模な空襲を受けます。Ｂ２

９爆撃機１３２機によるこの攻撃は、一晩で４４万７,

７１６本もの焼夷弾が投下されます。その数は、一人

あたり８.２本におよび、全国で二番目に多い数になり

ました。この空襲による被害は本宿・新宿・須賀・馬

入の旧市街をはじめ、高根・山下・南原・中原・真

土・四之宮・横内・入野・長持、大磯町大磯・寺坂、

茅ヶ崎柳島・中島・円蔵・赤羽などの広範囲におよび、

少なくとも死者は３００人以上、旧市街地では全戸数

の７０％が焼失しています。今回、戦時下の平塚や空

襲に関する資料を展示し、改めて空襲の恐ろしさを実

感していただきたいと思います。

寄贈品コーナー

「平塚の空襲と戦災展」
平塚が受けた戦争被害の記録と当時の資料を公開します。

会期：1998年６月１２日(金)～７月３０日(木)

星空は北極星を中心に毎日ひとまわりすると言われ

ます。しかし実際は北極星もほんとうの中心からわず

かにはずれていて、空に目印があれば肉眼でもわかる

くらい動いています。この、「ほんとうの中心」を「天

の北極」と言います。

天の北極は現在は北極星から角度にしてわずか46’

の位置にありますが、これも26,000年という長い周期

で星空に半径23.4°の円を描くように移動します。そ

こで、星の動きの中心の目安は、今の北極星から、

3000年後にはケフェウス座、8000年後にははくちょう

座の星々になります。

こうした現象は「歳差（さいさ）」と呼ばれます。歳

差は天の赤道と黄道の交点も変えるので、今春キトラ

古墳で星図が発見された折、その成立年代にからんで

交点の位置が注目されました（星図が不正確だったた

め判定できませんでしたが）。

今月のプラネタリウムでは、5000年前から12000年後

までの星空を再現し、歳差現象を説明しています。

プラネタリウム新番組 天の北極 ５月２日～７月１２日
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